
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
三
号
）

六
二
（
三
四
八
）

雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
一
皿
一

ヒ司

野
　
正

Ｉ１皿ＭＶｗｗ

問
　
　
　
題

資
本
家
の
供
給
態
度
・
投
資
態
度
へ
の
規
制
の
効
果

労
資
の
要
求
対
立
と
観
制
の
効
果

銀
行
部
門
に
よ
る
資
金
市
場
の
考
慮

政
府
の
財
政
．
金
融
・
税
制
の
各
政
策
の
効
果
（
以
上
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）

国
際
貿
易
を
考
慮
し
た
場
合
（
以
下
本
号
）

ま
　
と
　
め

ＩＶ

国
際
貿
易
を
考
慮
し
た
場
合

　
本
節
で
は
第
－
節
の
一
財
モ
デ
ル
に
貿
易
を
考
慮
し
た
場
合
に
お
い
て
、
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
両
立
策
、
更
に
外
国
か

ら
の
輸
入
財
物
価
の
高
騰
、
あ
る
い
は
外
国
か
ら
の
輸
出
観
制
に
対
す
る
対
応
策
を
検
討
す
る
。

　
ｏ
○
　
モ
デ
ル

　
簡
単
化
の
た
め
に
次
の
よ
う
な
仮
定
を
お
く
。

　
¢
原
料
輸
入
．
製
品
輸
出
。
製
品
単
位
当
り
の
原
料
使
用
率
は
一
定
ｏ
と
す
る
と
、
輸
入
量
は
泌
と
な
る
。
製
品
輸
出
量
Ｅ
は
輸



出
物
価
の
滅
少
関
数
で
あ
る
。

◎
貿
易
制
度
は
変
動
レ
ー
ト
制
と
し
、
資
本
収
支
を
無
視
し
て
財
の
輸
出
入
を
均
衡
さ
せ
る
よ
う
に
為
替
レ
ー
ト
司
一
警
一
が

変
動
す
る
と
仮
定
す
る
。

　
資
本
家
の
価
格
設
定
態
度
と
し
て
葦
の
婁
；
対
し
て
利
潤
要
妻
行
う
と
し
、
賃
金
の
後
払
い
を
仮
定
す
れ
ば
、
輸

入
品
と
し
て
の
原
料
一
ス
ー
に
対
し
て
一
－
ク
・
ア
一
プ
率
を
設
定
す
る
、
と
な
る
。
原
料
、
製
品
の
価
格
を
円
表
一
不
疋
、
。
、

＄
表
示
で
伽
、
９
と
し
て
以
上
を
定
式
化
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
ｋ
ｌ
Ｉ
完
考
十
羊
向
（
Ｑ
）
　
考
１
ー
ミ
ｋ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ
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２

　
　
　
　
　
吋
１
１
（
Ｈ
＋
、
）
喜
§
十
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
　
　
　
　
、
向
１
－
ｂ
§
ｓ
ｋ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
Ｑ
１
－
ｂ
＼
ざ
　
§
１
－
ぎ
＼
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

ｏ
ｏ
は
財
市
場
の
需
給
一
致
条
件
、
ぼ
価
格
設
定
態
度
、
ｇ
貿
易
収
支
均
衡
条
件
を
示
す
。
以
上
を
Ｋ
で
割
つ
て
整
理
す
れ
ぱ
、

旬
～
ぐ
つ
と
な
る
。

　
　
　
　
・
（
、
）
（
で
峯
）
１
１
内
（
・
）
十
さ
）
　
・
、
〈
ｏ

　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
］
‘
１
－
（
］
．
十
、
）
ｑ
Ｑ
§
＼
Ｑ
＋
完
ミ

　
　
　
　
　
黒
１
ｌ
ｑ
§
ｓ
ｑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

、
川
向
＼
宍
　
　
一

ゆ
を
整
理
す
れ
ば
働
と
な
る
。

　
　
　
　
壱
１
１
（
Ｈ
丈
）
ミ
§
　
而
Ｈ
Ｉ
峯

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
ｕ
）
（
北
野
）

六
三
（
三
四
九
）

）８（



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
（
三
五
〇
）

）
、
　
　
）
、
　
　
）

６
　
け
　
¢
よ
り

　
　
　
　
り
ｑ
心
１
１
ｑ
（
Ｈ
＋
、
）
ｓ
心
§
”
寒
十
心
～

　
　
・
・
　
、
ｑ
ｑ
心
§
”
亀
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・
・
　
ミ
Ｈ
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ

を
得
る
。
象
成
立
す
る
経
済
的
姦
由
は
、
我
・
の
モ
デ
ル
で
は
総
売
上
一
名
目
一
－
輸
出
十
消
費
十
投
資
で
あ
り
・
総
一
ス
ト
Ｈ

輸
入
原
料
費
・
賃
金
で
あ
る
が
、
輸
入
－
輸
出
、
賃
金
－
消
費
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
喬
あ
よ
り
我
々
の
モ
デ
ル
は
次
の

よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
・
簑
…
讐
い
ピ
ヘ
〈
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

婁
げ
る
内
生
蓬
二
で
奪
享
均
衡
値
の
ポ
在
を
仮
定
し
て
安
定
条
件
を
検
討
す
ギ
け

　
　
　
　
、
六
ギ
一
ゴ
一
一
↓
・
巾
・
・
　
　
　
岬

と
お
げ
ぱ
均
衡
値
の
安
定
条
件
は

　
　
　
　
｛

　
　
　
　
打
」
１
１
や
ー
～
１
～
（
。
・
Ｉ
Ｈ
）
〈
◎

　
　
　
　
一
と
１
１
１
（
や
１
“
）
Ａ
。
。
１
Ｈ
）
ー
ミ
、
§
§
、
Ｖ
◎

で
あ
る
。

　
　
　
　
・
・
ｗ
ポ
“
ｗ
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

は
安
定
の
充
分
条
件
で
あ
る
。
。
・
Ｗ
Ｈ
は
く
胃
の
罫
Ｈ
Ｈ
－
訂
昌
異
条
件
で
あ
り
、
＄
建
輸
出
物
価
が
上
昇
し
た
時
に
そ
の
上
昇
率
以

上
に
輸
出
数
量
が
低
下
す
る
た
め
に
、
轟
建
総
輸
出
額
は
低
下
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
以
下
で
は
簡
単
化
の
た
め
に
特
に
断

わ
ら
な
い
限
り
こ
れ
を
仮
定
す
る
。
そ
こ
で
均
衡
値
の
存
在
条
件
を
検
討
す
る
。
安
定
条
件
が
充
さ
れ
て
お
れ
ば
¢
◎
、
い
は

一
輸

曇
８

、
、

↑
粋
Ｖ
◎

、
“

ｑ

　
　
　
睾
§
．
、

”
　
　
　
　
　
〈
◎

ｓ
　
　
～
（
。
・
Ｉ
Ｈ
）

宇

図相位の＆
１
８図

帖

宇

）２（〃＝り玖
１
９図

　
次
に
○
っ
に
お
い
て

　
　
　
　
－
旨
（
黒
（
Ｑ
）
）
１
－
ト
Ｖ
◎

　
　
　
　
ｏ
↓
十
〇

一
と
す
れ
ば
、
い
が
均
衡
値
を
も
つ
た
め
に
は

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
っ
い
て
（
ｎ
）
（
北
野
）

）３１（

と
な
る
。
¢
◎
で
ｇ
、
ブ
は
粗
投
資
、
粗
利
潤
で
あ
り

負
に
は
な
り
え
な
い
か
ら
、
図
１
８
の
よ
う
に
粗
利
潤

率
の
低
い
範
囲
に
お
げ
る
粗
投
資
が
零
で
あ
れ
ば
、

財
市
場
を
均
衡
さ
せ
る
ヅ
、
ｑ
が
存
在
す
れ
ぱ
安
定

条
件
胸
が
充
さ
れ
な
く
な
る
。
よ
っ
て
胸
の
も
と
で

均
衡
値
が
存
在
す
る
た
め
に
は
内
（
ｏ
）
Ｖ
◎
で
な
げ

れ
ば
た
ら
た
い
。
内
（
◎
）
Ｖ
◎
で
あ
れ
ば
図
１
９
に
お
い

て
¢
◎
は
原
点
を
起
点
と
す
る
右
上
り
の
曲
線
と
な
る
。

六
五
（
三
五
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
三
号
）

　
　
　
　
ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
３
０
ｑ
（
◎
）
〈
ト

）
７

（
ｄ０

刎ｑ＝のペク
２
０図

　
の
比
較
静
学

　
＆
に
お
い
て
、
投
資
態
度
観
制
、

ら
で
全
微
分
す
れ
ば

　
　
　
　
一
ギ
一
ゴ
一
Ｈ
一
〕
十
、
一
苧
こ
苧
□
じ
・
・
Ｅ
・
・
　
蝸

と
な
る
。
そ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
効
果
を
み
よ
う
。
そ
の
際
、
実
質
賃
金
率
へ
の
効
果
は
、
働
よ
り
そ
れ
と
逆
相
関
関
係
に
あ
る
３
へ

の
効
果
を
み
れ
ば
よ
い
。

　
　
　
　
～
、
　
　
Ｈ
　
　
　
　
－
Ｈ
　
ー
ミ
、

　
　
　
　
鳶
一
一
。
、
、
・
１
誉
上
一
、
、
一
・
。
．
一
一
Ｖ
。
　
　
　
　
　
　
　
¢
ｄ

　
　
　
　
尽
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
や
１
～
　
　
Ｉ
Ｈ

　
　
　
　
鳶
」
と
Ｐ
勺
～
１
§
ｑ
・
◎
Ｈ
－
§
、
、
、
〈
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
（
三
五
二
）

で
な
げ
れ
ぱ
汝
ら
な
い
（
図
２
０
参
照
）
。
こ
の
意
味
は
、
輸
出
物
価
を
ど
れ
程
引
下
げ
て
も
、
国

内
で
の
最
少
観
模
の
生
産
を
実
行
す
る
の
に
必
要
た
輸
入
原
料
を
購
入
す
る
だ
げ
の
輸
出
額
を

確
保
で
き
な
い
と
い
う
事
態
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
軌
に
お
い
て
安
定
的

な
均
衡
値
が
存
在
す
る
た
め
の
条
件
は

　
　
　
　
～
（
◎
）
Ｖ
◎
一
§
§
（
◎
）
〈
ト
…
－
昌
（
烹
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
↓
十
◎

で
あ
り
、
以
下
で
は
こ
れ
を
仮
定
す
る
。

輸
出
促
進
策
、
供
給
態
度
規
制
、
原
料
価
格
（
＄
建
）
の
変
化
の
効
果
を
み
る
た
め
に
、
そ
れ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

苧
乎
。
・
、
－
い
Ｈ
一
ザ
一
一
、
・
、
・
。

竿
乎
。
・
、
－
甘
Ｎ
ギ
い
、
・
一
、
．
や
一
十
、
・
、
、
、
・
。

宇
　
Ｈ
　
　
◎
　
ー
ミ
、

章
一
一
ｐ
、
～
ミ
よ
一
↑
・
一
く
。

苧
サ
ペ
Ｎ
ギ
宇
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

、
一
、
一
箏
、
ｒ
、
苧
、
－
一
、
一
・
・
、
。
・
、
士
．
、
い
ザ
一
一

寺
　
Ｈ
　
　
０
ー
ミ
、

ぎ
」
・
了
、
－
§
１
誉
Ｌ
一
く
。

竿
寺
・
。
－
打
ギ
い
・
。

亀
１
１
（
Ｈ
＋
、
）
ｓ
Ｑ
§
　
　
吻
Ｈ
一
－
完
§

傘
↓
・
。
－
－
傘
喜
苧
。

　
　
茅
　
　
　
　
　
　
　
曇
　
　
　
宇

喜
一
－
Ｐ
。
＼
■
Ｔ
、
吻
§
十
、
５
や
１
．
Ｐ
、
十
、
葦
、

　
　
　
　
　
１
１
（
Ｈ
＋
・
）
ミ
§
（
や
よ
）
－
さ
§
§
、
十
ミ
§
ミ

雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
１
）
（
北
野
）

Ｖ
ｏ

六
七
（
三
五
三
）

萄ｑ９１的功¢勾臼↓隼４¢８弓臼



　
　
　
　
立
命
館
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済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
三
号
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六
八
（
三
五
四
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～
１
（
～
１
や
）
十
、
（
や
１
８
・
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

　
　
　
　
　
き
　
　
Ｈ

　
　
　
　
３
や
」
と
Ｐ
。
～
－
り
Ｐ
、
・
、
も
・
、
～
り
一
、
ぺ
一
十
、
ミ
、
　
　
　
　
　
　
帥

　
　
　
　
　
芽
　
　
Ｈ
　
　
　
　
尽
　
　
　
　
　
　
　
寺

　
　
　
　
～
「
司
。
・
。
川
－
吻
寧
十
一
一
・
、
一
、
十
、
ぎ
睾

　
　
　
　
　
　
～
１
６
、
十
（
Ｈ
＋
、
）
三
と
十
ミ
§
ｏ
§
、

　
　
　
　
　
　
～
１
貝
や
よ
）
十
（
Ｈ
玄
）
一
（
↑
や
）
・
（
。
。
」
）
１
ぎ
§
、
ミ
、
一
十
§
§
ミ
、

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
り
ｑ
（
、
１
や
）
十
（
Ｈ
＋
、
）
（
～
１
や
）
～
（
・
・
ｌ
Ｈ
）
ー
ミ
も
ｑ
、
ミ
、
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
、
（
、
堆
）
－
、
十
へ
苧
ミ
雫
岬
い
ギ
ア
よ
・
・
　
　
　
鋤

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
表
５
と
な
る
。
こ
の
経
済
的
意
味
を
検
討
し
よ
う
。
資
本
家
が
従
来
と
同
じ
利
潤
率
の
下
で
よ
り
多
く
投
資

を
行
う
よ
う
強
制
さ
れ
る
と
、
ま
ず
財
市
場
で
超
過
需
要
と
な
り
価
格
、
利
潤
率
と
稼
動
率
と
が
引
上
げ
ら
れ
る
。
生
産
増
に
よ
る

学静較比の
一
で

島５表

輸
入
増
は
国
際
収
支
を
悪
化
さ
せ
る
の
で
、
国
内
物
価
の
上
昇
率
を
上
回
っ
て
為
替
レ
ー
ト
は
切
下
が

り
＄
建
輸
出
物
価
は
低
下
せ
ざ
る
を
得
ず
、
よ
っ
て
輸
出
は
増
加
し
て
国
際
収
支
の
均
衡
は
回
復
さ
れ

る
。
そ
の
結
果
一
方
で
財
市
場
で
は
輸
出
増
に
よ
っ
て
一
層
超
過
需
要
と
た
り
、
他
方
で
為
替
レ
ー
ト

低
下
に
よ
る
原
料
コ
ス
ト
の
上
昇
は
利
潤
率
を
圧
迫
す
る
が
、
原
料
コ
ス
ト
増
は
財
市
場
で
の
超
過
需

要
に
よ
っ
て
製
品
価
格
へ
転
嫁
さ
れ
て
、
利
潤
率
は
低
下
せ
ず
雇
用
は
上
昇
す
る
。
実
質
賃
金
率
は
、

財
市
場
で
の
超
過
需
要
に
よ
っ
て
、
一
方
で
は
製
品
価
格
が
引
上
げ
ら
れ
他
方
で
は
原
料
コ
ス
ト
増
の



価
格
転
嫁
が
支
持
さ
れ
る
結
果
と
し
て
低
落
す
る
。

　
次
に
１
輸
出
促
進
策
に
よ
っ
て
従
来
と
同
一
の
輸
出
価
格
９
の
も
と
で
輸
出
量
を
増
加
さ
せ
た
と
し
よ
う
。
輸
出
増
は
そ
の
乗
数
倍

の
生
産
増
を
も
た
ら
し
、
生
産
増
は
輸
入
増
を
も
た
ら
す
が
、
こ
の
輸
入
の
増
分
は
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
当
初
の
輸
出
増
に
は
及
ば

ず
一
よ
っ
て
為
替
レ
ー
ト
と
９
は
上
昇
す
る
。
・
と
い
グ
の
は
、
単
位
輸
出
の
増
加
は
そ
の
乗
数
倍
の
生
産
増
（
－
＼
吻
）
と
そ
の
原
料
投

入
係
数
倍
だ
げ
の
輸
入
増
を
も
た
ら
す
が
、
こ
れ
を
価
格
表
示
す
れ
ぱ
ゆ
よ
り
利
潤
部
分
（
§
Ｑ
Ｉ
、
§
＼
吻
１
－
、
§
§
＼
吻
）
だ
げ
の
剰
余

が
発
生
す
る
か
ら
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ぱ
、
輸
出
価
格
、
輸
入
価
格
、
輸
入
係
数
を
含
む
生
産
技
術
条
件
が
与
え
ら
れ
た
も
と
で
、

正
の
利
潤
が
発
生
す
る
よ
う
に
実
質
賃
金
率
の
水
準
が
押
え
こ
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
利
潤
率
、
実
質
賃
金
率
の
水
準
は
、
¢
ゆ
よ

り
、
剰
余
生
産
物
を
供
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
要
求
利
潤
額
が
頂
度
投
資
需
要
量
、
す
な
わ
ち
剰
余
生
産
物
へ

の
需
要
量
と
一
致
す
る
水
準
に
決
め
ら
れ
る
（
奈
着
男
、
ま
｛
毫
、
。
・
Ｒ
易
¢
、
貨
幣
論
）
。

　
輸
出
促
進
策
に
よ
っ
て
為
替
レ
ー
ト
が
上
昇
す
れ
ば
輸
出
は
減
退
す
る
が
、
元
の
輸
出
水
準
向
よ
り
は
高
い
水
準
で
国
際
収
支
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
，

ｑ

１
１
　
１
■

１
Ｉ
１

“
ｑ
ｏ
ｑ

）
向
ｅ

■
Ｉ
ｅ
ｅ

果効の策進促出輸
２
１図

雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
っ
い
て
（
１
）
（
北
野
）

均
衡
し
た
と
し
よ
う
。
＄
建
輸
出
価
格
ｑ
と
輸
出
量
９
が
元
の
水
準
よ
り
上
昇
し
て
い
る
カ
ら
＄

建
輸
出
総
量
は
増
加
し
て
お
り
、
よ
っ
て
船
建
輸
入
総
量
も
同
額
増
加
し
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
が
、

＄
建
輸
入
価
格
伽
は
不
変
だ
か
ら
国
内
生
産
の
増
加
に
よ
っ
て
輸
入
数
量
が
増
加
し
な
げ
れ
ぱ
な

ら
な
い
。
そ
こ
で
国
内
財
市
場
で
需
給
一
致
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
よ
う
。

　
輸
出
増
に
よ
る
財
市
場
の
超
過
需
要
と
為
替
レ
ー
ト
上
昇
に
よ
る
原
料
コ
ス
ト
の
低
下
の
双
方

の
作
用
に
ょ
っ
て
利
潤
率
は
上
昇
し
雇
用
・
供
給
は
増
加
す
る
。
そ
の
う
ち
輸
出
財
供
給
額
（
名

目
）
は
輸
入
原
料
費
用
に
等
し
く
、
消
費
財
販
売
額
は
賃
金
支
払
額
に
等
し
い
か
ら
、
財
市
場
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
（
三
五
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
（
三
五
六
）

需
給
が
一
致
す
る
た
め
に
は
、
意
図
し
た
剰
余
生
産
物
（
投
資
財
）
販
売
額
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
利
潤
額
が

剰
余
生
産
物
需
要
額
（
投
資
需
要
額
）
と
等
し
く
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
¢
◎
に
お
い
て
、
安
定
条
件
胸
よ
り
利
潤
率
が
上
昇

し
た
時
投
噴
需
要
は
そ
れ
程
（
、
程
）
増
加
せ
ず
、
加
え
て
輸
出
量
９
も
増
大
し
て
い
る
か
ら
、
剰
余
生
産
物
の
供
給
が
需
要
を
凌

駕
し
財
市
場
は
均
衡
し
え
な
い
。
よ
っ
て
為
替
レ
ー
ト
の
上
昇
カ
は
更
に
大
き
く
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
仮
に
輸
出
量
が
頂
度
元

の
水
準
ま
で
低
下
し
た
時
に
国
際
収
支
が
均
衡
し
た
と
す
れ
ぼ
、
こ
の
場
合
も
輸
入
数
量
増
に
よ
っ
て
国
内
生
産
量
は
増
大
し
て
い

な
げ
れ
ば
な
ら
ず
、
．
財
市
場
は
均
衡
し
え
な
い
。
従
つ
て
輸
出
促
進
策
を
実
施
し
た
時
に
国
内
均
衡
一
財
市
場
の
需
給
一
致
一
と
対
外

均
衡
（
国
際
収
支
の
均
衡
）
を
同
時
に
達
成
す
る
に
は
輸
出
量
は
元
の
水
準
よ
り
低
下
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
（
図
２
１
参
照
）
。
輸
出
減

少
巾
が
大
き
す
ぎ
て
原
料
コ
ス
ト
減
に
も
か
か
わ
ら
ず
利
潤
率
が
低
下
す
る
よ
う
な
状
態
で
対
外
均
奮
が
回
復
し
た
と
し
て
も
・
¢
¢
・

胸
よ
り
今
度
は
国
内
財
市
場
が
超
過
需
要
と
た
り
利
潤
率
は
上
昇
す
る
。
よ
っ
て
内
外
均
衡
が
同
時
に
達
成
さ
れ
る
の
は
、
輸
出
量

は
減
少
す
る
が
減
少
巾
は
大
き
す
ぎ
ず
、
輸
出
減
に
ょ
る
利
潤
率
へ
の
マ
ィ
ナ
ス
効
果
を
原
料
コ
ス
ト
減
に
よ
る
利
潤
率
へ
の
プ
ラ

ス
効
果
が
凌
駕
し
、
利
潤
率
は
上
昇
し
、
そ
れ
に
よ
る
供
給
増
加
額
と
、
そ
れ
に
よ
る
投
資
増
が
輸
出
減
を
上
回
っ
た
額
と
が
一
致

す
る
よ
う
な
状
態
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
最
後
に
実
質
賃
金
率
の
変
動
方
向
は
、
国
内
価
格
の
上
昇
と
原
料
価
格
の
下
落
と
の
合
成
結
果
と
し
て
決
ま
る
が
、
的
よ
り
、
投

資
の
利
潤
弾
性
が
小
さ
い
程
、
供
給
の
利
潤
弾
性
が
大
き
い
程
、
財
市
場
の
超
過
需
要
は
緩
和
さ
れ
て
実
質
賃
金
率
は
上
昇
し
や
す

く
な
る
。

　
次
に
供
給
態
度
を
規
制
し
て
従
来
と
同
一
の
利
潤
率
の
も
と
で
供
給
量
を
増
加
さ
せ
た
場
合
を
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
財
市
場
は
超

過
供
給
と
た
り
価
格
は
下
落
し
生
産
も
縮
小
す
る
が
、
生
産
量
が
元
の
水
準
以
下
と
な
っ
た
と
し
て
み
よ
う
◎
生
産
減
は
輸
入
減
と



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

な
る
が
、
価
格
の
低
下
は
輸
出
を
増
加
さ
せ
、
胸
よ
り
＄
建
輸
出
額
は
増
加
す
る
の
で
為
替
レ
ー
ト
は
上
昇
し
、
国
内
輸
出
価
格
の

、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
維
建
輸
出
価
格
９
が
上
昇
し
輸
出
数
量
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
外
均
衡
は
回
復
す
る
。
所
が
¢
¢
と
胸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

よ
り
、
雇
用
減
に
ょ
る
利
潤
率
減
と
輸
出
減
と
に
ょ
っ
て
国
内
財
市
場
で
は
超
過
需
要
と
な
り
雇
用
は
増
加
し
て
ゆ
か
ざ
る
を
得
ず
、

国
内
均
衡
は
達
成
さ
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
供
給
態
度
の
規
制
に
よ
っ
て
雇
用
は
元
の
水
準
以
上
と
た
っ
た
と
し
よ
う
。
雇
用
増
リ
輸
入
増
に
対
し
て
輸
出
価
格
の
低

下
リ
輸
出
増
に
よ
っ
て
国
際
収
支
は
均
衡
す
る
。
財
市
場
で
は
利
潤
率
の
低
下
に
よ
っ
て
投
資
も
低
下
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
上
回

る
輸
出
増
に
よ
っ
て
需
給
一
致
が
回
復
す
る
。
こ
の
場
合
実
質
賃
金
率
の
変
動
方
向
は
、
財
市
場
の
超
過
供
給
と
原
料
コ
ス
ト
の
上

昇
と
の
合
成
結
果
に
依
存
す
る
。
吻
よ
り
、
投
資
の
利
潤
弾
性
が
大
き
い
程
価
格
は
よ
り
低
下
作
用
を
う
け
る
の
で
実
質
賃
金
率
は

上
昇
し
や
す
く
な
り
、
又
輸
出
の
価
格
弾
性
が
大
き
い
程
為
替
レ
ー
ト
の
下
落
率
は
低
下
し
原
料
コ
ス
ト
の
増
加
率
は
減
少
す
る
の

で
実
質
賃
金
率
は
増
加
し
や
す
く
な
る
。

　
供
給
態
度
を
規
制
し
た
場
合
の
、
Ｒ
，
ｗ
へ
の
効
果
は
、
本
節
の
国
際
貿
易
モ
デ
ル
と
皿
節
以
後
の
国
内
モ
デ
ル
と
で
ぽ
逆
の
よ

う
に
み
え
る
。
供
給
態
度
を
規
制
す
れ
ぼ
、
国
際
モ
デ
ル
で
は
ｗ
は
必
ず
増
加
し
、
Ｒ
は
＆
（
更
に
６
）
が
大
き
げ
れ
ぼ
（
ｐ
。
〈
◎
）

増
加
し
小
さ
け
れ
ぼ
減
少
す
る
。
国
内
モ
デ
ル
で
は
沢
は
必
ず
増
加
し
、
Ｗ
は
＆
が
大
き
げ
れ
ぱ
（
や
Ｖ
ミ
）
減
少
し
小
さ
げ
れ
ぱ

（
寧
く
§
）
増
加
す
る
。

　
供
給
態
度
を
観
制
す
れ
ぼ
国
際
モ
デ
ル
で
は
輸
出
が
増
加
し
投
資
の
減
少
を
凌
駕
し
て
雇
用
は
増
加
す
る
。
国
内
モ
デ
ル
で
は
Ｒ

の
上
昇
に
よ
る
消
費
需
要
増
と
投
資
需
要
減
と
の
相
対
関
係
に
依
存
し
て
ｗ
が
決
ま
り
、
＆
が
大
き
け
れ
ぼ
後
者
が
優
勢
と
な
り
ｗ

は
減
少
す
る
。
供
給
態
度
を
規
制
し
た
と
き
、
国
内
モ
デ
ル
で
は
Ｒ
は
必
ず
上
昇
す
る
が
、
国
際
モ
デ
ル
で
は
供
給
態
度
の
規
制
に

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
っ
い
て
（
Ｈ
）
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
（
三
五
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
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九
巻
・
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七
二
（
三
五
八
）

よ
る
価
格
引
下
げ
効
果
と
交
易
条
件
悪
化
に
よ
る
価
格
引
上
げ
効
果
と
の
相
対
関
係
に
依
存
し
、
＆
が
大
き
い
程
前
者
の
効
果
が
大

き
い
の
で
Ｒ
は
上
昇
し
や
す
く
な
る
。
国
際
モ
デ
ル
で
供
給
態
度
を
規
制
す
れ
ぱ
的
よ
り
ｗ
は
必
ず
上
昇
す
る
が
、
上
昇
率
は
＆
が

大
き
い
程
超
過
需
要
の
程
度
は
緩
和
さ
れ
る
の
で
低
下
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
以
上
か
ら
分
か
る
よ
う
に
国
際
貿
易
を
考
慮
す
れ
ぼ
実
質
賃
金
率
と
利
潤
率
と
の
逆
対
応
関
係
は
交
易
条
件
の
作
用
に
よ
っ
て
修

正
を
受
け
る
。
た
と
え
ば
、
交
易
条
件
＠
が
上
昇
す
れ
ば
利
潤
率
と
実
質
賃
金
率
と
が
共
に
上
昇
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
（
逆
は
逆
）
。

こ
れ
は
交
易
条
件
が
い
わ
ぱ
一
国
と
他
国
と
の
分
配
関
係
を
示
し
、
実
質
賃
金
率
と
利
潤
率
と
は
一
国
内
で
の
労
資
の
分
配
関
係
を

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
交
易
条
件
が
改
善
さ
れ
て
あ
る
国
が
国
際
的
分
配
関
係
上
優
位
に
立
て
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
内
で

の
労
資
問
の
分
配
問
題
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
（
逆
は
逆
）
。

　
最
後
に
維
建
原
料
価
格
が
上
昇
す
れ
ぱ
、
輸
入
価
額
が
増
加
し
、
為
替
レ
ー
ト
は
下
落
し
、
＄
建
輸
出
価
格
が
低
下
し
て
輸
出
が

増
加
す
る
の
で
国
際
収
支
の
均
衡
が
回
復
さ
れ
る
。
そ
の
時
、
¢
◎
よ
り
財
市
場
の
需
給
一
致
を
実
現
さ
せ
る
の
は
利
潤
率
と
投
資
が

低
下
し
た
場
合
だ
げ
で
あ
る
。
＄
建
偏
料
価
格
の
上
昇
と
為
替
レ
ー
ト
の
切
下
げ
と
に
よ
っ
て
円
建
原
料
コ
ス
ト
は
上
昇
し
輸
入
金

額
は
増
加
す
る
の
に
対
し
て
、
コ
ス
ト
増
の
部
分
的
価
格
転
嫁
に
よ
る
実
質
賃
金
率
の
低
下
と
、
利
潤
率
減
少
に
よ
る
投
資
需
要
減

と
に
よ
っ
て
、
国
際
収
支
を
均
衡
化
さ
せ
る
た
め
の
輸
出
増
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
ゆ
　
り
◎
－
Ｏ
｝
１
昌
気

○
供
給
態
度
と
投
資
態
度
と
の
規
制
（
炉
１
１
着
、
）
。

　
雇
用
と
実
質
賃
金
率
と
の
双
方
を
同
時
に
改
善
す
る
た
め
の
１
の
範
囲
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
、
（
ｑ
（
、
）
十
ｂ
、
）
　
　
　
　
　
、
、

　
　
　
　
　
　
章
　
Ｈ
一
十
、
、
§
～
一
と
・
、
、
§
、
十
Ｐ
、
一
↓
、
、
Ｐ
、
・
ｏ
２



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
Ｐ
１
－
内
、
１
，
　
１
、
、
　
　
Ｖ
〇
一
　
　
Ｐ
，
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
１
～
（
伽
Ｉ
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
．
．
．
＼
Ｖ
ｌ
ｏ
饒
＼
ｑ
，
Ｐ
，
１
１
１
（
～
－
寧
）
＼
ｑ
バ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ

　
　
　
　
工
沖
～
よ
一
、
。
り
、
・
。
・
へ
）
・
§
一
、
。
。
、
十
。
・
、
一
、
、
。
・
。
十
。
・
り

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
§
§
Ｃ
（
零
、
十
～
（
ｍ
Ｉ
Ｈ
）
）
１
吻
（
や
１
～
）
十
ミ
§
ミ
、
｝
〈
◎
　
　
Ｐ
．
Ｖ
◎

　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻
（
～
１
や
）
十
ミ
§
ミ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

　
　
：
　
＼
〈
－
Ｐ
。
＼
Ｐ
．
１
－
１
　
気
十
誉
Ｉ
Ｈ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
－
・
き
り
・
・
一
３
、
－
－
吻
一
軍
紺
蝶
、
へ
・
、
叫
、
－
－
ミ
ヘ
、
十
一
、
．
や
一
、
一
、
、
一
・
。

　
　
．
　
　
　
ｐ
　
　
　
　
９
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
－
◎
Ｖ
－
ｑ
・
〇
一
入
穴
１
ｏ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

吻
よ
り
供
給
態
度
を
規
制
す
れ
ぱ
雇
用
は
必
ず
増
加
す
る
が
実
質
賃
金
率
は
ｐ
。
〈
◎
、
す
な
わ
ち
投
資
の
利
潤
弾
性
や
輸
出
の
価

格
弾
性
が
十
分
大
き
け
れ
ぼ
増
大
す
る
（
第
－
節
以
後
の
国
内
市
場
の
場
合
と
逆
）
。
他
方
投
資
規
制
策
を
実
施
す
れ
ば
雇
用
は
増
加
す

る
が
実
質
賃
金
率
は
低
下
す
る
。
そ
こ
で
＆
、
£
が
大
（
ｐ
。
〈
◎
）
で
あ
れ
ば
供
給
態
度
の
規
制
策
だ
げ
で
二
目
標
を
実
現
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

こ
の
時
に
は
鋤
の
範
囲
内
で
投
資
を
蜂
泳
さ
せ
う
る
。
＆
や
£
が
小
（
Ｐ
．
Ｖ
◎
）
と
な
れ
ぽ
、
投
資
を
ｅ
９
の
範
囲
内
で
減
額
さ
せ
ね

ば
た
ら
な
い
。

　
　
供
給
態
度
の
観
制
と
輸
出
促
進
策
（
車
１
１
き
、
）
。

　
こ
の
場
合
に
二
目
標
を
同
時
に
達
成
す
る
た
め
の
刃
の
範
囲
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
ｎ
）
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
（
三
五
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
（
三
六
〇
）

　
　
　
　
　
呉
ｑ
（
、
）
十
や
）

　
　
　
　
　
　
　
§
、
　
　
～
一
と
十
、
、
（
さ
・
、
十
Ｐ
、
）
１
Ｉ
ｑ
、
さ
・
、
十
Ｐ
Ｖ
◎
　
　
Ｐ
，
Ｖ
◎
　
一
と
十
ｑ
，
９
，
１
１
Ｐ
Ｖ
◎

　
　
・
．
・
、
Ｖ
－
Ｐ
＼
ｑ
，
Ｐ
、
〈
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
章
之
９
。
・
Ｐ
。
ぺ
干
。
・
・
一
干
竃
、
一
一
－
膏
よ
一
・
§
ミ
、
〈
◎

　
　
・
．
．
Ｏ
“
。
〃
◎
リ
汰
１
Ｐ
。
＼
９
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ

　
　
　
　
　
　
　
ｐ
．
　
　
９
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
↑
１
£
十
ｑ
Ｏ
、
～
辻
、
、
、
一
り
一
干
、
一
－
§
ミ
、
一
・
一
↑
箏
一
一
・
・
－
一
一
一
千
ミ
一
千
一
・
、
一
一
一

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
Ｈ
£
↑
、
、
、
、
睾
、
、
、
・
一
、
－
内
・
一
一
干
一
一
一
内
一
よ
一
去
－
一
一
膏
「
零
、
一
ご

　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
Ｊ
ユ
一
、
－
灼
・
一
一
伽
－
Ｈ
一
一
－
、
・
筆
邑
去
嚢
、
一
～
◎
　
　
　
　
　
　
　
棚

と
こ
ろ
で
、
的
、
吻
よ
り

　
　
　
　
、
９
．
Ｖ
◎
　
↓
　
や
Ｖ
（
～
十
葛
ｑ
、
）
＼
Ｈ
＋
、

　
　
一
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
・
・
ｐ
。
〈
Ｈ
＋
工
吻
一
一
Ｈ
・
・
一
工
－
暮
、
一
・
一
Ｈ
・
・
一
亭
ミ
、
一

　
　
　
　
　
　
～
誉
、
十
（
Ｈ
丈
）
・
ミ
、
１
吻
、
・
一
１
ｌ
Ｉ
誉
上
）
－
ｅ
、
・
、
〈
◎

　
　
Ｈ
¢
・
　
、
９
．
Ｖ
◎
　
リ
　
Ｐ
。
〈
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
偉

と
な
る
か
ら
、
ノ
は
次
の
三
つ
の
領
域
に
分
か
れ
る
。



　
　
　
　
　
　
９
．
Ｖ
ｏ
↓
息
Ｖ
◎
　
　
１
０
ｏ
＼
ｑ
，
ｏ
“
、
〈
、
〈
ｌ
Ｐ
。
＼
９
．

　
　
　
　
　
　
Ｐ
。
〈
◎
即
＄
Ｖ
◎
　
　
、
Ｖ
ｌ
ｏ
、
。
＼
Ｐ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例

　
　
　
　
　
　
９
。
〈
◎
俸
谷
く
◎
　
　
、
Ｖ
－
Ｐ
＼
ｑ
，
ｏ
“
、
〈
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

　
以
上
の
結
果
の
経
済
的
意
味
を
検
討
し
よ
う
。
供
給
態
度
を
観
制
す
れ
ぼ
ｗ
は
増
加
す
る
が
、
Ｒ
の
増
減
は
ｑ
の
負
、
正
に
依
存

す
る
。
輸
出
を
促
進
す
れ
ぼ
ｗ
は
増
加
す
る
が
、
Ｒ
の
増
減
は
｝
の
負
、
正
に
依
存
す
る
。
的
、
吻
よ
り
｝
は
＆
の
増
加
関
数
、
£

と
独
立
で
あ
り
、
｝
は
＆
、
・
の
減
少
関
数
で
あ
る
。
修
ｏ
よ
り
＆
が
｝
を
正
た
ら
し
め
る
ほ
ど
大
き
げ
れ
ぼ
｝
は
負
と
な
る
。

　
ま
ず
＆
が
小
さ
く
（
９
。
〈
◎
）
か
つ
£
が
大
き
い
（
Ｏ
、
。
〈
ｃ
）
場
合
に
、
は
、
供
給
態
度
の
規
制
策
、
輸
出
促
進
策
を
そ
れ
ぞ
れ
単

独
で
実
施
し
て
も
二
目
標
は
達
成
で
き
る
（
帥
の
ｏ
の
の
ヶ
ー
ス
）
。
従
っ
て
供
給
態
度
を
規
制
し
っ
っ
、
あ
る
程
度
の
輸
出
規
制
を
実

施
し
て
も
二
目
標
は
実
現
可
能
で
あ
る
。
次
に
＆
、
£
が
共
に
小
さ
い
（
Ｐ
。
〈
◎
一
Ｐ
．
Ｖ
ｏ
）
場
合
（
帥
の
何
の
ヶ
－
ス
）
に
は
供
給

態
度
の
規
制
に
よ
っ
て
下
落
し
た
Ｒ
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
、
あ
る
程
度
以
上
の
輸
出
量
を
増
加
さ
せ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
最
後

に
＆
が
大
き
い
場
合
（
〇
一
吻
Ｖ
◎
↓
〇
一
切
く
◎
一
帥
の
○
○
の
ヶ
ー
ス
）
に
は
供
給
態
度
を
規
制
す
れ
ぱ
二
目
標
は
達
成
で
き
る
か
ら
、
例
の

い
の
範
囲
内
で
輸
出
量
を
増
減
で
き
る
。

　
　
原
料
価
格
上
昇
へ
の
対
策
。

　
輸
入
財
で
あ
る
＄
建
原
料
価
格
が
上
昇
す
れ
ば
輸
出
物
価
（
交
易
条
件
）
、
利
潤
率
、
実
質
賃
金
率
、
雇
用
は
す
べ
て
低
下
（
悪
化
）

し
た
。
そ
こ
で
我
々
の
政
策
目
的
を
実
質
賃
金
率
と
雇
用
と
の
同
時
改
善
と
し
て
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
政
策
手
段
と
し
て
資
本
家

の
供
給
態
度
へ
の
規
制
と
輸
出
促
進
策
と
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
手
段
、
あ
る
い
は
そ
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
政
策
目
的

を
達
成
可
能
と
す
る
た
め
の
条
件
、
政
策
内
容
を
検
討
し
よ
う
。

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
っ
い
て
（
ｎ
）
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
（
…
ハ
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
三
号
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七
六
（
三
六
二
）

　
○
り
供
給
態
度
の
規
制
（
註
や
１
－
尽
§
）

　
輸
入
原
料
価
格
の
上
昇
に
対
し
て
供
給
態
度
を
鋭
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
質
賃
金
率
と
雇
用
と
を
共
に
改
善
さ
せ
る
た
か
の
条

件
、
政
策
内
容
を
検
討
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
、
（
ｑ
（
、
）
十
ｂ
、
）
　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
　
　
　
　
　
寧
　
↓
。
、
、
寧
～
ミ
一
・
、
、
葛
・
、
・
ｏ
・
、
工
ｏ
去
、
ｏ
・
、
Ｖ
◎

　
　
　
　
Ｐ
Ｖ
◎
一
〇
§
バ
◎

　
　
．
．
．
、
Ｖ
ｌ
ｑ
，
ｏ
§
、
＼
ｏ
｝
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修

　
　
　
　
　
き
１
　
　
尽
　
　
　
寺

　
　
　
　
貞
、
．
り
寧
。
、
睾
寧
十
一
一
。
、
一
、

　
　
　
　
　
　
　
～
よ
一
ミ
十
§
芸
§
§
・
・
§
十
一
一
ギ
一
ｓ
亘

　
　
　
　
　
　
　
１
１
さ
、
。
十
〇
§
。
〈
◎
　
　
ｏ
§
。
Ｖ
◎

　
　
・
．
・
　
Ｏ
・
。
〃
◎
　
リ
　
、
Ｗ
－
Ｏ
§
。
＼
Ｏ
、
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
↑
ｑ
．
Ｖ
。
・
・
、
蜥
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
動

と
お
げ
ば
、
９
．
Ｖ
ｏ
の
時
は
穴
。
で
あ
る
か
畠
と
鮒
と
を
両
立
さ
せ
る
・
は
存
在
・
な
い
。
Ｐ
。
〈
・
と
し
よ
う
。
冨
＆
・

£
の
減
少
関
数
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
Ｏ
、
。
（
内
；
　
ｏ
恥
）
１
－
◎

と
さ
せ
る
＆
、
、
よ
り
も
や
や
大
き
な
範
囲
の
＆
、
£
に
対
し
て
亭
Ｖ
ｏ
と
な
る
。
　
＆
、
£
が
そ
れ
よ
り
大
き
く
、
た
と
え
ば



や
↓
～
と
な
れ
ば
亭
く
◎
と
な
る
。
よ
っ
て
¢
ｏ
と
な
る
。

〔
一
■
一
∴
バ
◎
　
　
　
　
・
・

　
＆
、
£
が
小
さ
く
（
ｏ
、
。
Ｖ
ｏ
）
供
給
態
度
を
規
制
す
れ
ば
Ｗ
は
増
加
す
る
が
Ｒ
が
下
落
す
る
場
合
に
は
、
原
料
価
格
の
上
昇
に
よ

る
Ｗ
と
Ｒ
と
の
下
落
を
同
時
に
１
打
開
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
＆
、
５
が
や
や
大
き
く
な
れ
ば
（
ｏ
・
り
く
◎
・
亨
Ｖ
ｏ
）
、
供
給
態
度
の

観
制
に
よ
っ
て
二
目
標
を
実
現
で
き
る
が
、
ｗ
に
比
し
て
Ｒ
の
改
善
程
度
は
低
い
の
で
、
規
制
の
程
度
（
下
隈
）
は
Ｒ
が
画
す
こ
と

に
な
る
（
ゆ
の
初
め
の
場
合
）
。
＆
、
£
が
更
に
大
き
く
た
れ
ぼ
規
制
策
の
実
施
度
の
下
限
は
ｗ
が
画
す
こ
と
に
な
る
。

　
岬
輸
出
促
進
策
（
註
ｂ
、
尽
§
）

　
こ
の
場
合
、
ｗ
と
五
と
を
改
善
す
る
た
め
の
刃
の
範
囲
は
次
の
よ
う
に
た
る
。

　
　
　
　
　
～
、
（
、
）
～
さ
＼
十
〇
＼
Ｖ
◎
　
　
、
Ｖ
ｌ
ｏ
＼
＼
ｏ
＼
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
カ

　
　
　
　
　
尽
§

　
　
　
　
　
淳

　
　
　
　
３
睾
之
９
。
十
〇
・
。
〈
◎

　
　
．
．
．
　
ｐ
。
〃
ｏ
　
↓
　
、
ｗ
－
ｏ
§
。
＼
ｐ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
と
こ
ろ
で

〒
去
。
・
Ｑ
。
↑
－
ｄ
。
丁
、
一
§

雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
１
）
（
北
野
）

七
七
（
三
六
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
（
三
六
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
１
Ｉ
１
£
６
・
。
Ｉ
Ｏ
・
。
心
、
、
＼
邑

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
～
£
（
向
（
、
・
、
）
１
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
ａ

　
　
斗
９
．
Ｖ
◎
　
↓
　
向
く
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
硲

と
な
る
か
ら
、
９
．
Ｖ
◎
の
と
き
に
は
亭
く
◎
と
な
り
、
但
ル
と
吻
と
を
両
立
さ
せ
る
１
は
存
在
し
な
い
。
よ
っ
て
刃
の
範
囲
は
次
の

よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
｛

　
　
　
　
一
－
）
９
。
〈
◎
　
印
　
向
（
ｑ
、
）
〈
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
¢
．
禁
Ｖ
◎
　
↓
　
、
Ｖ
Ｉ
ｏ
§
。
＼
９
．
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重

　
　
　
　
冨
一
９
。
〈
◎
陣
向
（
３
、
）
Ｖ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曇
亭
く
◎
　
↓
　
、
Ｖ
Ｉ
ｏ
§
、
＼
９
，
Ｖ
◎

　
輸
出
を
増
加
さ
せ
た
時
に
＆
が
大
き
く
て
９
．
Ｖ
◎
、
す
な
わ
ち
実
質
賃
金
率
が
低
下
す
る
場
合
に
は
、
輸
入
原
料
価
格
の
上
昇

に
よ
る
Ｒ
と
ｗ
と
の
同
時
下
落
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
９
り
く
◎
一
す
な
わ
ち
輸
出
促
進
に
，
よ
っ
て
Ｒ
と
ｗ
と
が
共
に
上

昇
す
る
場
合
に
は
蝸
の
ま
う
に
輸
出
促
進
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
目
標
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
阿
供
給
態
度
の
観
制
と
輸
出
促
進
策
と
の
組
合
わ
せ
（
午
§
、
卜
畠
。
１
１
尽
§
）

　
○
り
と
Ｇ
っ
と
の
政
策
を
組
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
目
標
を
同
時
に
達
成
さ
せ
う
る
よ
う
な
２
の
範
囲
を
検
討
し
よ
う
。

、
（
ｑ
（
、
）
十
ｂ
、
）
　
　
　
　
ｑ
、

　
　
尽
§
　
　
Ｈ
午
十
一
と
（
苧
９
、
十
ポ
Ｐ
、
十
〇
§
、
）
～
ギ
Ｐ
＋
卜
、
、
Ｐ
、
十
、
、
ｏ
§
、
Ｖ
◎

Ｐ
Ｖ
◎
一
９
，
Ｖ
◎
一
〇
＼
〈
◎

　
芽

～
§
↓
ｂ
・
。
。
き
。
十
〇
・
。
〈
ｏ

ｏ
§
。
〈
◎

§§



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
蝸
と
¢
の
と
を
両
立
さ
せ
る
ル
と
ん
と
の
範
囲
は
鮒
、
帥
の
係
数
の
値
に
よ
っ
て
様
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
４
　
　
の
組
合
せ
と
な
る
が
図
２
２
で
は
そ
の
一
例
を
示
し
た
。
図
２
２
は
供
給
態
度
の
規
制
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
　
　
輸
出
促
進
策
と
を
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
で
も
実
施
す
れ
ば
二
目
標
を
同
時
に
達
成
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｋ
　
　
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
た
と
え
ぼ
二
目
標
を
同
時
に
両
立
さ
せ
る
に
足
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
場
程
に
供
給
態
度
を
規
制
す
る
こ
と
が
何
等
か
の
理
由
で
不
可
能
な
場
合
に
（
た
と
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
Ｒ
　
１
Ｘ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿
ぼ
資
本
家
の
行
動
に
対
す
る
規
制
力
が
不
十
分
で
あ
る
と
か
、
た
と
え
規
制
力
は
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
Ｃ
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬
メ
分
に
あ
る
が
利
潤
の
削
減
だ
げ
で
は
技
術
的
に
二
目
標
を
達
成
で
き
な
い
よ
う
な
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
２
　
　
合
で
あ
る
）
、
そ
れ
と
輸
出
促
進
策
と
を
組
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
目
標
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
達
成
さ
せ
る
政
策
範
囲
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
２
２
の
場
合
に
、
輸
入
原
料
価
格
の
上
昇
に
加
え
て
外
国
か
ら
我
国
の
輸
出
品
に

対
す
る
規
制
が
加
え
ら
れ
た
と
し
た
時
に
は
（
さ
、
〈
◎
）
、
二
目
標
を
同
時
に
達
成
す
る
た
め
に
は
、
Ｖ
苧
半
と
な
る
ま
で
供
給
態
度

を
規
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
Ｉ

　
　
　
　
Ｉ
　
ま
　
　
と
　
　
め

　
　
　
　
Ｖ

　
本
稿
で
は
政
策
目
標
と
し
て
雇
用
量
ｗ
と
実
質
賃
金
率
Ｒ
と
の
改
善
（
二
目
標
）
、
更
に
－
国
債
の
償
還
（
一
一
百
標
）
、
あ
る
い
は
物
価

上
昇
率
一
加
の
引
下
げ
を
考
え
た
。
こ
れ
ら
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
政
策
手
段
と
し
て
は
、
資
本
家
の
供
給
態
度
（
生
産
に
お
げ
る
利

潤
要
求
態
度
）
の
規
制
策
を
中
心
に
し
て
、
資
本
家
の
投
資
へ
の
反
作
用
の
程
度
、
あ
る
い
は
外
国
か
ら
の
輸
入
原
料
価
格
の
引
上
げ
、

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
１
）
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
（
…
ハ
五
）

！

｛

・‘・・’

余
７１

１
　
Ｉ
　
Ｉ

オ
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’

一

０

１

＞

‘

・
Ｎ

．

５

－

Ｃ

・

＞
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’

・
Ｒ

ｒ
胴

一

Ｃ

．
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済
学
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二
十
九
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
（
三
六
六
）

輸
出
規
制
な
ど
に
応
じ
て
、
財
政
・
金
融
・
税
制
の
諸
政
策
、
資
本
家
の
投
資
態
度
の
規
制
、
労
働
者
の
賃
金
要
求
態
度
の
規
制
、

輸
出
促
進
策
た
ど
の
諸
政
策
を
併
用
す
る
こ
と
（
君
冒
｝
－
昌
気
）
と
し
た
。
分
析
対
象
と
し
て
は
、
国
家
部
門
を
含
ん
だ
モ
デ
ル
（
ｎ
，

Ｖ
，
Ｖ
章
）
、
労
資
の
要
求
対
立
モ
デ
ル
（
皿
章
）
、
貿
易
モ
デ
ル
（
Ｍ
章
）
を
扱
っ
た
。
そ
こ
で
各
モ
デ
ル
に
よ
る
分
析
結
果
を
整
理

し
て
お
こ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
Ｈ
財
政
・
金
融
・
税
制
モ
デ
ル

　
¢
資
本
家
の
供
給
態
度
を
規
制
せ
ず
に
財
政
支
出
北
を
増
加
さ
せ
れ
ば
、
雇
用
量
ｗ
は
増
加
す
る
が
実
質
賃
金
率
Ｒ
は
低
下
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

そ
の
と
き
、
投
資
の
利
潤
弾
力
性
＆
が
十
分
大
き
げ
れ
ば
（
ｏ
、
〈
◎
）
国
債
を
償
還
で
き
る
が
、
そ
う
で
な
げ
れ
ば
国
債
を
増
発
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
税
率
〃
だ
げ
を
引
上
げ
れ
ぱ
、
Ｒ
（
税
引
前
実
質
賃
金
率
）
は
上
昇
す
る
が
ｗ
は
低
下
す
る
。
そ
の
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

＆
が
十
分
大
き
け
れ
ば
（
ｏ
，
Ｖ
◎
）
国
債
の
増
発
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　
財
政
収
支
の
均
衡
を
維
持
さ
せ
な
が
ら
税
率
≠
を
引
上
げ
る
と
す
る
と
き
に
、
　
＆
が
十
分
小
さ
げ
れ
ば
（
１
ｏ
，
Ｖ
Ｐ
Ｖ
◎
）
、
　
北

と
Ｗ
は
上
昇
す
る
が
Ｒ
は
低
下
す
る
。
＆
が
や
や
大
き
げ
れ
ば
（
１
０
，
Ｖ
◎
Ｖ
Ｐ
）
、
ガ
と
Ｒ
は
上
昇
す
る
が
Ｗ
が
低
下
す
る
。
　
＆

が
更
に
大
き
け
れ
ば
（
ｏ
，
Ｖ
◎
）
、
北
も
Ｗ
も
低
下
し
Ｒ
が
上
昇
す
る
。

　
◎
そ
こ
で
資
本
家
の
供
給
態
度
を
観
制
し
て
、
従
来
と
同
一
の
利
潤
率
の
も
と
で
よ
り
多
く
供
給
さ
せ
る
と
い
う
政
策
を
実
施
し

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

た
と
き
に
、
＆
が
大
き
く
な
げ
れ
ば
（
ｏ
暑
Ｖ
◎
）
、
Ｗ
と
Ｒ
の
増
加
と
国
債
償
還
の
三
目
標
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
＆
が
大
き
げ
れ
ば
（
ｐ
〈
◎
）
、
Ｒ
は
上
昇
す
る
が
ｗ
は
低
下
し
国
債
は
増
発
さ
れ
る
。

　
　
＆
が
大
き
い
と
き
で
も
（
ｏ
暑
く
◎
）
、
供
給
態
度
の
規
制
策
と
と
も
に
金
融
緩
和
策
（
目
銀
貸
出
増
、
国
債
の
目
銀
引
受
率
の
引
上
げ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

預
金
準
備
率
の
引
下
げ
、
公
定
歩
合
の
引
下
げ
な
ど
）
を
実
施
す
れ
ば
、
三
目
標
は
達
成
可
能
と
な
り
う
る
。
金
融
政
策
が
効
果
を
も
っ



た
め
に
は
投
資
の
利
子
弾
力
性
（
＆
）
が
小
さ
す
ぎ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
＆
が
大
き
い
（
ｏ
暑
く
◎
）
と
き
に
、
供
給
態
度
の
規
制
策
と
と
も
に
財
政
支
出
を
増
加
さ
せ
れ
ぼ
、
Ｒ
と
ｗ
と
を
増
大
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

こ
と
が
で
き
る
が
、
国
債
は
必
ず
増
発
さ
れ
る
。

　
　
供
給
態
度
の
規
制
策
と
税
率
之
の
引
下
げ
策
と
を
併
用
す
る
と
き
に
、
＆
が
や
や
大
き
け
れ
ば
（
Ｏ
き
Ｏ
、
〈
ｏ
）
、
Ｗ
は
増
加

す
る
が
国
債
を
増
発
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
（
税
率
を
引
上
げ
れ
ぱ
逆
）
。
＆
が
更
に
大
き
げ
れ
ば
（
ｏ
，
Ｖ
◎
Ｖ
ｏ
暑
）
、
税
率
を
引
下
げ

れ
ぼ
国
債
を
償
還
で
き
る
が
Ｒ
が
下
落
す
る
（
逆
は
逆
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
そ
こ
で
供
給
態
度
の
規
制
策
に
加
う
る
に
財
政
支
出
増
と
税
率
引
上
げ
策
と
を
適
当
に
組
合
わ
せ
て
同
時
に
実
施
す
れ
ば
、
＆

が
大
き
い
と
き
（
ｏ
暑
く
◎
）
で
も
三
目
標
の
達
成
は
可
能
と
な
る
。
　
＆
が
よ
り
大
き
く
な
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
グ
と
≠
と
を
増
大

さ
せ
て
ゆ
か
ね
ぱ
な
ら
た
い
。

　
＠
供
給
態
度
を
規
制
し
た
と
き
に
１
資
本
家
が
投
資
関
数
を
下
方
ヘ
シ
フ
ト
さ
せ
る
（
す
な
わ
ち
従
来
と
同
一
の
利
潤
率
で
あ
っ
て
も
よ

り
少
額
し
か
投
資
し
な
い
）
場
合
に
は
、
　
＆
が
小
さ
い
と
き
（
ｏ
暑
Ｖ
◎
）
で
も
三
目
標
を
達
成
で
き
な
く
な
っ
て
く
る
。
こ
の
場
合
に

も
投
資
関
数
の
シ
フ
ト
の
程
度
に
応
じ
て
北
と
≠
と
を
引
上
げ
て
ゆ
げ
ぽ
三
目
標
は
達
成
可
能
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
＠
＆
が
更
に
大
き
く
な
っ
て
体
系
が
不
安
定
と
な
れ
ば
、
こ
れ
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
、
財
政
支
出
を
変
化
さ
せ
て
投
資
の
変
化

を
相
殺
さ
せ
た
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
財
政
政
策
に
よ
っ
て
安
定
性
を
確
保
し
た
も
と
で
供
給
態
度
を
規
制
す
れ
ば
、
ｗ
と
Ｒ
と
を
共

に
引
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
○
労
資
の
要
求
対
立
モ
デ
ル

　
¢
労
資
の
力
関
係
と
投
資
の
利
潤
弾
力
性
＆
の
大
き
さ
と
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
４
っ
の
場
合
が
で
き
る
。
労
働
者
の
要
求
実
現
力

　
　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
１
）
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
（
…
ハ
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
（
三
六
八
）

が
資
本
家
の
そ
れ
よ
り
強
い
場
合
に
は
、
＆
が
小
さ
く
投
資
需
要
が
相
対
的
に
安
定
的
で
あ
れ
ば
、
財
・
労
働
市
場
で
超
過
需
要
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

た
る
と
き
に
Ｒ
の
上
昇
と
消
費
需
要
増
と
が
累
積
し
て
不
安
定
と
な
る
。
逆
に
＆
が
大
き
く
投
資
需
要
が
よ
り
可
変
的
で
あ
れ
ば
、

財
．
労
働
市
場
で
超
過
需
要
と
な
り
Ｒ
が
上
昇
し
利
潤
率
が
低
下
し
た
と
き
に
、
投
資
需
要
減
が
そ
れ
を
相
殺
す
る
の
で
安
定
的
と

た
る
。
力
関
係
が
逆
の
場
合
は
逆
で
あ
る
。
安
定
的
な
場
合
と
は
、
い
＆
が
小
で
資
本
の
力
関
係
が
強
い
場
合
、
ほ
リ
＆
が
大
で
労
働

め
力
関
係
が
強
い
場
合
、
の
二
種
類
で
あ
る
。
以
下
で
は
安
定
的
な
場
合
を
扱
う
。

　
◎
労
働
者
の
力
関
係
を
よ
り
強
め
た
場
合
に
は
Ｒ
は
増
大
す
る
が
、
～
＆
が
小
さ
け
れ
ば
投
資
需
要
は
あ
ま
り
下
落
せ
ず
、
ｗ
と

人
＆
と
は
上
昇
す
る
。
仁
つ
＆
が
大
き
げ
れ
ぱ
、
ｗ
と
真
と
は
下
落
す
る
。
資
本
家
の
要
求
態
度
を
規
制
す
る
こ
と
は
、
資
本
家
の
力

関
係
を
よ
り
弱
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
労
働
者
の
力
関
係
を
よ
り
強
め
た
場
合
と
同
じ
効
果
を
も
っ
。

　
　
＆
が
小
さ
げ
れ
ば
（
○
ｏ
か
っ
吻
く
食
（
ミ
、
十
野
）
）
、
資
本
家
の
利
潤
要
求
態
度
を
規
制
す
れ
ば
Ｒ
，
ｗ
、
一
久
は
す
べ
て
上
昇
す
る
。

こ
の
時
・
久
を
低
下
さ
せ
る
に
は
労
働
者
の
賃
金
要
求
態
度
も
規
制
（
◎
Ｈ
白
粛
）
し
な
げ
れ
ば
た
ら
な
い
（
所
得
政
策
）
。
　
＆
が
や
や

犬
き
く
な
れ
ば
（
～
か
っ
り
Ｖ
谷
、
（
ミ
、
十
野
）
）
、
資
本
家
の
要
求
態
度
を
規
制
し
た
と
き
Ｒ
，
Ｗ
は
上
昇
す
る
が
、
＆
が
小
さ
い
時
よ

り
は
上
昇
巾
は
低
下
し
、
・
久
が
低
下
し
て
三
目
標
を
達
成
可
能
と
な
る
。
　
＆
が
更
に
大
き
く
な
れ
ぱ
（
仁
つ
の
場
合
）
、
所
得
政
策
の

組
合
せ
で
は
三
目
標
は
達
成
で
き
な
く
な
る
。

　
＠
仁
つ
の
場
合
に
は
、
供
給
態
度
を
規
制
す
れ
ぼ
ｗ
と
・
久
が
低
下
す
る
か
ら
、
こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
も
し
資
本
家
の
投
資
態

度
へ
の
規
制
も
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
投
資
を
あ
る
程
度
の
範
囲
内
で
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
目
標
を
達
成
可
能
と
な
る
。

　
臼
国
際
貿
易
モ
デ
ル

　
本
席
の
モ
デ
ル
で
は
原
料
輸
入
か
つ
製
品
輸
出
と
い
う
産
業
構
造
と
、
貿
易
外
収
支
を
無
視
し
た
変
動
制
と
い
う
貿
易
制
度
を
想

●



定
し
た
・
こ
の
モ
デ
ル
が
安
定
で
あ
る
た
め
の
充
分
条
件
は
、
輸
出
量
の
輸
出
価
格
弾
力
性
・
。
Ｖ
一
か
つ
投
資
の
利
潤
弾
性
叉
、

で
あ
り
、
こ
れ
は
成
立
す
る
と
仮
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

霧
本
家
の
供
給
態
度
を
規
制
す
れ
ぱ
、
利
潤
率
二
交
易
条
件
忌
低
下
し
、
雇
用
量
程
必
ず
上
昇
す
る
。
ブ
と
。
と
サ

の
変
動
に
よ
っ
て
必
ず
し
喜
歓
レ
牢
客
。
・
窄
の
下
落
に
よ
る
正
効
果
言
の
下
落
に
よ
る
負
効
果
の
合
成
結
果
に
依

存
し
一
・
ン
・
一
２
・
ふ
大
き
い
程
急
上
昇
し
や
す
く
套
。
投
資
促
進
策
を
実
施
す
れ
ぽ
、
ブ
、
”
は
上
昇
ン
、
屋

下
落
す
る
・
輸
出
促
進
策
を
実
施
す
れ
ぼ
、
ブ
、
Ｗ
、
忌
上
昇
す
る
が
、
急
プ
と
呈
の
合
成
結
果
に
依
存
す
る
。
輸
入
原
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

価
格
が
上
昇
す
れ
ぱ
、
プ
、
ｑ
，
Ｒ
，
Ｎ
は
す
べ
て
低
下
す
る
。

　
◎
供
給
態
度
の
規
制
策
を
実
施
す
る
場
合
に
、
＆
や
・
が
大
き
げ
れ
ぱ
（
Ｐ
．
Ｖ
ｏ
）
、
二
目
標
（
Ｒ
と
Ｎ
と
の
上
昇
）
を
達
成
で
き

る
二
や
ふ
小
さ
げ
れ
ぼ
一
〇
一
。
Ｖ
・
一
、
投
資
態
度
を
観
制
し
て
投
資
量
を
あ
る
程
度
ま
で
減
額
さ
せ
れ
ぼ
二
目
標
を
達
成
で
き
る
。

　
＆
が
小
さ
く
て
も
£
が
大
き
け
れ
ぱ
（
Ｐ
。
〈
◎
一
Ｐ
。
〈
◎
）
、
供
給
態
度
の
規
制
策
も
輸
出
の
促
進
策
も
共
に
・
二
目
標
を
達
成
で

き
る
か
ら
・
供
給
態
度
の
規
制
と
輸
出
規
制
と
を
同
時
に
実
施
し
っ
っ
二
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
＆
、
、
が
と
も
に
小

さ
い
と
き
に
は
（
〇
九
Ｖ
ｇ
ｏ
～
〈
◎
）
、
供
給
態
度
の
規
制
に
。
よ
る
Ｒ
の
低
下
を
、
輸
出
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
う
こ

と
に
ょ
っ
て
・
二
目
標
を
達
成
で
き
る
。
　
＆
が
大
き
げ
れ
ぼ
（
Ｐ
。
〈
◎
・
Ｐ
．
Ｖ
ｏ
）
、
供
給
態
度
の
規
制
策
だ
げ
で
二
目
標
を
実
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

で
き
る
か
ら
、
輸
出
量
を
あ
る
程
度
増
減
で
き
る
。

　
　
輸
入
原
料
価
格
が
上
昇
す
れ
ば
、
ブ
、
ｑ
，
ｗ
，
Ｒ
は
す
べ
て
低
下
す
る
。
こ
れ
へ
の
対
応
策
と
し
て
供
給
態
度
を
規
制
す
る

と
き
、
＆
、
£
が
小
さ
げ
れ
ぱ
（
Ｐ
．
Ｖ
ｏ
）
Ｗ
と
Ｒ
と
は
耳
邑
干
◎
虫
の
関
係
に
陥
り
、
二
目
標
は
実
現
で
き
な
い
。
＆
、
、
が
大

き
く
た
れ
ぼ
（
〇
九
く
◎
）
二
目
標
を
実
現
で
き
る
。
輸
出
促
進
策
で
対
応
す
る
と
き
に
・
、
＆
が
大
き
け
れ
ば
（
ｏ
・
。
Ｖ
◎
）
、
Ｗ
と
Ｒ

　
　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
１
）
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
（
三
六
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
三
号
）

と
の
改
善
を
両
立
で
き
な
い
。
供
給
態
度
の
規
制
策
と
輸
出
促
進
策
と
を
組
合
わ
せ
る
と
・

由
度
が
広
が
る
の
で
、
様
々
の
政
策
の
組
合
せ
を
選
択
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
．

　
輸
入
原
料
価
格
の
上
昇
に
加
え
て
、
外
国
か
パ
り
ガ
輸
出
規
制
が
加
わ
っ
た
場
合
に
は
・

相
当
強
い
規
制
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
　
八
四
（
三
七
〇
）

二
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
政
策
の
自

ｐ
り
く
◎
の
場
合
で
も
、

供
給
態
度
へ
の

／




